
資料 1 

 1 

坂東市公共事業再評価事業の概要 

    

１．公共事業再評価の目的    

一定期間を経過した公共事業を対象に、社会情勢変化等を踏まえ再評価を行うとともに、事

業の継続に当たり必要に応じその見直しを行うことにより、公共事業の一層の効率化、重点化

を図ることを目的としています。 

    

２．対象事業及び再評価の実施時期    

１ 
（対象事業）事業採択後事業採択後事業採択後事業採択後５５５５年年年年をををを経過経過経過経過したしたしたした時点時点時点時点でででで未着工未着工未着工未着工のののの事業事業事業事業    

（実施時期）事業採択後５年目の年度末までに実施する。 

２ 

（対象事業）事業採択後事業採択後事業採択後事業採択後１０１０１０１０年年年年をををを経過経過経過経過したしたしたした時点時点時点時点でででで継続中継続中継続中継続中のののの事業事業事業事業    

（実施時期）速やかに実施する。ただし、事業が長期化(２０年以上)する場合は、１０

年ごとに再評価を行う。 

３ 
（対象事業）事業採択前事業採択前事業採択前事業採択前のののの準備準備準備準備、、、、計画段階計画段階計画段階計画段階でででで５５５５年年年年がががが経過経過経過経過しているしているしているしている事業事業事業事業    

（実施時期）着工準備費の予算化後５年目の年度末までに実施する。 

４ 
社会経済情勢の急激な変化等により見直しの必要が生じた場合には、適宜再評価を実

施する。 

    

３．再評価の手法等    

（１）再評価の視点 

①事業及び関連事業の進捗状況 

②事業を巡る社会経済情勢の変化 

③事業採択時の費用対効果分析等の要因の変化 

④コスト縮減、代替立案等の可能性 

⑤地元（受益者等）の意向及び情勢  

※以上の視点から総合的に再評価を実施する。 

 

（２）再評価の実施及び対応方針案の作成    

    「再評価実施事業調書」を用いた再評価の実施による対応方針案の作成。 
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４．公共事業再評価委員会    

    委員会は、再評価実施事業の提出を受け、各事業を取り巻く社会状況等を勘案し、対応方針

を審議する。 

    

５．方針の決定    

    市は再評価委員会の意見を聴き、その意見を尊重して対応方針を決定する。 

    

６．再評価結果等の公表    

 市は再評価の結果及び対応方針について、結論に至った経緯、再評価の根拠等とともに公表

する。 

 

    

「「「「再評価再評価再評価再評価のののの実施実施実施実施フフフフローローローロー図図図図」」」」    
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